
 

2006 年度 F2 ゼミ「バイオ創造設計」 
今後のための連絡 

2006.12.14 

 
「東工大バイオコン 2007」まであと 1 ヶ月です。作業は順調に進んでいますか？ 

今後の連絡をします。以下の注意をよく読んで、発表に臨んでください。 

 
 
[A]発表テーマ名の連絡  12 月 21 日（木）までに、下記へ連絡してください。 

連絡先（鈴木）  居室：B2 棟 3 階、321B 号室  

電話：045-924-5802 

E-mail:ysuzuki@bio.titech.ac.jp 

 
[B]すずかけホールでのリハーサル 

すずかけホールで発表のリハーサルをしておきたい班は、鈴木へ申し込んでください。（必要のない

班は、連絡いりません。） 1 月 9 日（火）12：30 から、先着順に受け付けます。 

来室、電話、メイル、どの方法でも構いません。（同時の場合、来室、電話、メイルの順で受け付けます。） 

第 2 希望まで連絡してください。 
リハーサル場所：すずかけホール 3 階、多目的ホール 

時間帯：1/11（木） 

①  9：00-10：30 

② 10：30-12：00 

③ 12：00-13：30 

④ 13：30-15：00 

⑤ 15：00-16：30 

⑥ 16：30-18：00 

⑦ 18：00-19：30 

⑧ 19：30-21：00 

1/12（金） 

⑪  9：00-10：30 

⑫ 10：30-12：00 

⑬ 12：00-13：30 

⑭ 13：30-15：00 

⑮ 15：00-16：30 

⑯ 16：30-18：00 

⑰ 18：00-19：30 

⑱ 19：30-21：00 

 

[C]バイオコン当日 

開催日時：2007 年 1 月 13 日（土）9：30-17：00 

場   所：すずかけホール 3 階、多目的ホール 

進行予定： 9：30- 9：45 開会挨拶 

9：45-11：45 発表① 

11：45-13：00 昼食 

13：00-16：15 発表② 

16：15-17：00 審査と表彰 

17：00-19：00 懇親会 

学生集合時刻：9 時 00 分、会場に全員集合 

発 表 順：班の順番通りです。 

 



 

発表予定時間／9：45～10：45 A,B,C,D 班 

10：45～11：45 E,F,G,H 班 

13：00～14：00 I,J,K,L 班 

14：00-15：15 M,N,O P 班 

15：15-16：15 Q,R,S,T 班 

発表時間：発表時間は、準備時間も含めて15分です。1つ前の発表グループが終了した直後から時間を計

り始めます。 

10 分後に第 1 鈴、15 分後に第 2 鈴を鳴らします。15 分たったら、すぐに終了してください。 

グループ数が多いので、時間の超過は認めません。 

発表方法：発表方法は自由です。パソコン、ビデオなど自由に使ってください。ただし、機材の提供は

しません、各班で準備してください。 

コンピューター、ビデオを用いる場合： 

午前の発表グループ・・・ 8：30- 9：20 

午後の発表グループ・・・12：00-13：00  に事前試写をしておいてください。 

接続に問題が生じても、時間の延長は認めません。 

発表内容：発表に関しては、15 分という時間を考慮し、作成した教材をどのように授業に使うのか、要点を

簡潔に説明してください。あくまで、開発した教材の内容とその使い方を、参加者に理解してもらうこと

が発表の目的です。 

他班の発表を評価：班ごとに他班の発表を評価し、採点します。自班発表の前後は、評価しなくても構いま

せん。採点用紙は当日配布します。 

審査：発表が終了したら、会場の全員が投票を行います。その後審査員が投票し、優秀な組の表彰を行い

ます。 
懇親会：コンテストの終了後、懇親会を開催します。懇親会費は無料です。審査員の先生方、アドバイザー

教員も参加します。お互いの健闘をたたえあい、大いに盛り上がりましょう。 
 
[D]講義「技術者倫理」 

日時：1/18（木），1/25（木） 10：40-12：10 

場所： 

 

[E]反省会と教材の提出：2/1（木）10：40-12：10 すずかけホール 

お互いの発表内容を評価しあい、自班の内容を省察します。 
「バイオ創造設計」を受講してのアンケートを実施します。 
各班で作った教材とバイオコンで発表した power point 原稿は、全てこの日に提出してください。

ものつくりセンターすずかけ台分館で保管します。 
 

 

[F]その後・・・ 

「バイオ創造設計」の内容を公表するときに、各班の作った教材や発表画面を利用させ

ていただくことがあります。 

優秀な班は、近隣の小中学校から出前授業を依頼されたり、大学で公開授業を依頼さ

れたりする可能性もあるでしょう。そのときは、道具をすずかけ台分館から持ち出して、

成果を広めてください。 




